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1 ．は じ め に
過去に北欧における「トリスタン伝説」に題材を取った作品として最
も重要視されてきたのは，Tristrams saga ok Ísöndar（以下 Tristrams saga と
する）
 1）
と呼ばれる作品である。この作品は，現存する写本における記述
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要　　　旨
トリスタン伝説に題材を取り，恐らくは14世紀にアイスランドで著された
ものと考えられる Saga af Tristram ok Ísodd と呼ばれる作品は，1226年にノ
ルウェー王ホーコン 4世（在位1217-1263）の命で修道士 Robert によりノル
ウェー語で書かれたとされる古典的なトリスタン物語で，現在ではアイスラ
ンド語写本でのみ伝わる Tristrams saga ok Ísöndar と呼ばれる作品とは様々な
点で大幅に異なる内容で，特に，いわば恋敵同士となる TristramとMórodd王
（Tristrams saga ok Ísöndar での Markis 王に該当）の言動が，ともに Ísodd（同
Ísönd）を巡ってより相手の望みが叶いやすいものとなっているのが特徴であ
るが，本稿では Ísodd をはじめとする Saga af Tristram ok Ísoddに登場する複数
の女性達に焦点を当て，各々の人物に関し，Tristrams saga ok Ísöndarのケース
と比較するとともに，個々の女性の登場人物像を相互に比較した上で，そうし
た女性像を生み出した背景事情について考察したい。
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から，1226年にノルウェー王ホーコン 4世（Hákon Hákonarson，在位1217-
1263）の命により，修道士Robert（Bróðir Robert）によりノルウェー語で書
かれたものと考えられているが，そのノルウェー語の写本は遺されておら
ず，現存するのはいずれも15世紀以降に書き写されたアイスランド語によ
る写本である
 2）
。
この Tristrams saga は，現在では断片でしか残されていない Thomas of 
Britain の作品がその原典で，いわゆる宮廷本系のトリスタン物語の内容
を完全な形で伝える唯一の作品として重要視されている。なお，「サガ
（saga）」と呼ばれるアイスランド語による散文の書物のうち，このように
物語がフランス語などの外国語の原典にまで遡る作品群は一般に「騎士の
サガ（riddarasögur）」と総称されている。
本稿で中心的に扱うのは Saga af Tristram ok Ísodd（以下 Saga af Tristram 
とする）
 3）
と呼ばれる作品である。この Saga af Tristram と呼ばれる作品は
現在，以下の 5つの写本で伝えられている。
AM489 4to（1450年頃）アルナマグネア研究所（コペンハーゲン）所蔵
NKS1745 4to（18世紀後半）デンマーク王立図書館所蔵
NKS3310 4to（19世紀）デンマーク王立図書館所蔵
Lbs2316 4to（1850年頃）アイスランド国立・大学図書館所蔵
MS. Nr. 1（18世紀後半）ジョン・ホプキンズ大学（ボルチモア）所蔵
AM489 4to以外はすべて18世紀以降のもので，AM489 4toは1450年頃のも
のであるが，この作品は恐らくは14世紀にアイスランドで著されたものと
考えられている。このSaga af TristramはTristrams sagaと比べ，人物やプ
ロットの非常に基本的な内容こそ合致しているものの，分量は大幅に少な
く，その内容は様々な点で大幅に異なっている
 4）
。
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この Saga af Tristram に関しては先行研究では，Tristrams saga のパロ
ディーとする説など，様々な解釈が試みられてきたが
 5）
，特に主要登場人
物像に関しては，いわば恋敵同士となる Tristram と Mórodd（Markis）王
の言動がともに Ísodd（Ísönd）を巡ってより相手の望みが叶いやすいもの
となるなど，両者がより良好な関係に描かれているのが特徴であった
 6）
。
本稿では Ísodd をはじめとする Saga af Tristram に登場する複数の女性
達について，Tristrams saga と比較した際に見られる人物像の改変特徴に
焦点を当てたい。というのも詳しくは後述するが，本作品における女性の
登場人物に見られる Tristrams saga からの改変特徴に関しては，先行研究
では一部の人物の特定の面が個別に取り上げられる形で，個々の人物につ
いて未指摘の点も多く，先行研究で改変特徴が指摘されていない人物も存
在する。
ただ，この物語のメインプロットは恋愛上の問題と深く関わるもので，
Tristram，Mórodd 王に見られた人物像の改変が，恋愛上の問題が関わる
ものであったことから，最終的にはこの点で男性の人物像と比較して考察
することを目指し，本稿では女性の登場人物について，特に恋愛上の問題
が関わる点を中心に扱いたい。Saga af Tristram において恋愛を経験する
女性は Ísoddと Tristramの母親Blenziblý，そして黒の Ísoddであるが，後
述のように，Saga af Tristramにおいて ÍsoddがTristramを夫に得ようとす
る過程では Ísoddの母Flúrentの行動も関係し，またTristrams sagaと比べ，
本作では母Flúrentの行動や設定に大きな改変も加えられていることから，
自ら恋愛を経験するわけではない Flúrent も取り上げ，それぞれの登場人
物について Tristrams saga のケースと比較するとともに，Saga af Tristram
中の女性達の人物像を相互に比較し，これらの女性像を生み出した背景事
情について考察したい。
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2 ． Saga af Tristramにおける女性の登場人物達の 
恋愛に際しての態度
2. 1．Ísoddおよびその母親Flúrent
ここでは Ísoddとその母 Flúrentを一緒に取り上げたい。まず，Ísoddの
人物像を巡る先行研究での指摘としては，恋愛や結婚を巡る Ísodd の態
度について，Francini（2007）や Kalinke（2008）は，Saga af Tristram では
Tristrams sagaの場合と異なり，ÍsoddはTristramがあくまでMórodd王の
妃として Ísoddを得ようとする中で，彼女の方から Tristramを夫に得よう
と積極的に動く点を指摘し（Francini 2007: 358 / Kalinke 2008: 81-84, 89），さ
らに Kalinke（2008）は，Ísodd が Tristram とともに Mórodd 王によって洞
窟へと追放されると，そこで Ísoddの方から積極的に Tristramに対して性
交渉を求める点も取り上げ，Tristram ではなく Ísodd の方がイニシアチヴ
を取っていると指摘している（Kalinke 2008: 81-84, 89）。
一方，Ísodd の母親 Flúrent（Tristrams saga では Ísönd の母の名は Ísodd）の
人物像については，先行研究における指摘はない。しかし，上述のように
Saga af Tristram において Ísodd が Tristram を夫に得ようとする過程では
Ísodd の母 Flúrent の行動も関係し，また Tristrams saga と比べ，本作では
母 Flúrent の行動や設定に大きな改変も加えられていることから，ここで
は Ísoddと母Flúrentの両方を一緒に取り上げたい。
そこで Ísoddの話に戻るが，恋愛や結婚を巡る Ísodd の態度については，
先に挙げたFrancini（2007）やKalinke（2008）が指摘していない点がある。
それは，Saga af Tristramでは Ísoddが，Tristramが彼女の兄弟で当時のア
イルランド王であった Engres 7）の殺害者であることを知って彼に復讐し
ようとするのは Tristram が傷の治療のためにアイルランドを初めて訪れ
た折のことで，Ísodd は Tristram と知り合ってからそれほど時間は経って
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おらず，しかも，Tristramに復讐しようと襲いかかった時からTristramへ
の怒りを捨てるまでが Tristrams saga の Ísönd の場合と比べてはるかに早
く，また，さほど時間が経たないうちに，Tristrams saga の場合と異なり，
彼との結婚を求めるまでになることである。
さらに，Ísodd の母 Flúrent の立場にも関わる人物の設定であるが，
Tristrams saga では Tristram が一騎打ちの末に斃したのは Ísönd の母であ
るアイルランド王妃の兄弟（Mórhold）という設定で，Tristram が二度に
亘りアイルランドを訪れた時点ではいずれも，アイルランドの王室構成
員はアイルランド王，妃，王女 Ísönd の三名で，アイルランド王が最高権
力者の立場にあるが，Saga af Tristram では Tristram が一騎打ちの末に斃
したのはアイルランド王 Engres で，Ísodd はその Engres 王の姉妹という
設定で，この二人の母親が Flúrent という名の女性であり，Engres 王亡
き後は王室構成員は亡王の姉妹 Ísodd と母 Flúrent という女性のみとなり，
母親の Flúrent が最高権力者として国を治める形になっており 8），また，
Ísodd の結婚に際し，母親 Flúrent の関与の仕方に Tristrams saga のケース
とは大きな相違が見受けられる。
まず，Tristrams sagaにおいて，Ísöndの結婚が決まるまでの経緯である
が，Tristrams saga では Tristram がアイルランドでの治療を終えて一旦帰
国した後，Markis王の妃として Ísöndを獲得するべく二度目にアイルラン
ドを訪れた際，アイルランド国民を悩ませていた龍を斃し，再び治療を受
け，自ら龍を斃したとの虚偽の主張をして Ísönd を娶ろうとしている執事
から彼女を護ることとなった後，Tristramが ÍsöndのおじMórholdの殺害
者であることが判明する。Ísönd が剣を振り上げて Tristram を殺そうとし
たところ，命乞いをする Tristram の指摘で，彼女は龍を殺したと虚偽の
主張をして彼女を娶ろうとしている執事に対する憎しみを思い出し，彼女
を護ってくれることになっている Tristram の姿を見ると怒りが収まるが，
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彼女の母親が現れ，事情を知ると今度は母親が Tristram を殺そうとし，
Ísönd と二人で剣の奪い合いをする。それに対し，Tristram が優しく丁寧
な言葉で赦しを乞うたところ，双方とも Tristram に対する殺意はなくな
る。そこへ Ísönd の父であるアイルランド王がやって来る。すると母親は
夫王に「TristramはMórholdの殺害者であるが，彼が王国と娘を執事の不
正や中傷から解放してくれるという取り決めによって，Mórhold殺害を赦
してほしい」と頼むと，王は了承する。それを受け，Tristramは「Markis
王が Ísönd を妃に求めており，アイルランドとイングランドの和解はアイ
ルランド王の名誉になるのでは」と伝えると，アイルランド王はそれを歓
迎し，ÍsöndとMarkis王の結婚が決まる。
しかし Saga af Tristram ではこの間の経緯にかなりの改変が施されてい
る。まず，上述のように，Tristram が Engres 王の殺害者であることが判
明して Ísodd が襲いかかるのは Tristram が Engres 王との一騎打ちで負っ
た傷の治療のためにアイルランドを訪れた折のことであるが，これは彼
の初めてのアイルランド訪問で，そこで Ísodd と知り合ってからさほど時
間は経っていない。Tristram が Engres 王の殺害者であることが判明した
ことで，Ísodd が剣を振り上げて彼に復讐しようとするところは Tristrams 
sagaと同様であるが，
⑴  　ok í því er hún reiddi upp sverðit, þá tók Flúrent drottníng allt 
saman hendr Ísodd ok meðalkafla á sverðinu ok stöðvaði svo höggit 
fyrir henni. Flúrent drottníng bað hana græða Tristram, en veita 
honum ekki skaða, ok við bænir hennar, þá gaf hon ró reiði. そして
彼女は剣を振り上げると，女王フルーレントがイーソッドの手と
剣の柄をいっぺんに押さえ，彼女が一撃を加えるのを止めた。女
王フルーレントは彼女にトリストラムを癒してやるよう，彼に決
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して危害を加えないよう求め，彼女の要求に応じてイーソッドは
怒りを鎮めた。（S ／48頁）（引用は原文のまま。和訳中の鉤括弧は引用
者による。Saga af Tristram からの引用は「S」，Tristrams saga からの引用
は「T」と表記する。頁数はSaga af TristramについてはGísli Brynjúlfsson
の版の頁数，Tristrams saga については Eugen Kölbing の版の頁数を記す。
以下同様。）
とあるように，Tristramの哀願はなく，また，TristramがEngres王の殺害
者であることは母親 Flúrent には知らされず，したがって母親が Tristram
にその復讐をしようとすることもなく，Tristrams saga と比べ，Saga 
af Tristram の Ísodd はあっさりと彼への怒りを捨てる。そして彼女は
Tristram の傷を癒し，彼と会話を交わした後，地の文で次のように語られ
る。
⑵  　Henni fannst mikit um vænleik ok atgervi Tristrams, ok þótt hann 
hefði drepit bróður hennar ok unnit henni mikinn skaða annan, þá 
vildi hon þó heldr eiga Tristram enn nokkurn annan, þann er hún 
hafði frèttir af. 彼女はトリストラムの美しさや武勇に感嘆し，たと
え彼が彼女の兄弟を殺しており，他にも彼女に大きな傷を与えて
いたとしても，彼女は聞いたことのある他のどの男よりも，トリ
ストラムを夫に得たいと思った。（S／48頁）
Tristrams sagaでは ÍsöndがTristram の正体に気づく直前のTristramが入浴
中のところで
⑶  　leit hun þá á hit fríða andlit hans með ástsamligum augum ︙ 彼女
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（イーセンド）は優しいまなざしで彼の美しい顔つきを眺め……（T
／52頁）
という箇所はあるものの，その直後に Ísönd は Tristram の正体に気づいて
彼に襲いかかろうとし，Ísönd が Tristram に対して恋愛の情を抱いたこと
を示す記述があらわれるのは，二人が媚薬を飲んでからである。二人が媚
薬を口にしたところで，以下の記述がある：
⑷  　Var þegar hugr Tristrams til Ísondar ok hennar hugr allr á hánum 
með svá ákafri ást, at ønga bót máttu þau þar í móti gøra. たちまち
トリストラムの心はイーセンドへと向けられ，彼女の心のすべて
は非常に激しい愛とともに彼へと向けられ，彼らはそれに対して
どうすることもできないほどであった。（T／56頁）
また，Saga af Tristramでは，Ísoddが上述のようにTristramが自分の兄
弟である国王の殺害者であることがわかって彼を殺そうと襲いかかり，母
に止められてほどなく彼を夫に望むようになるのは，Tristram が Engres
王との戦いの際に毒の塗られた剣で負った傷の治療のために初めてアイル
ランドを訪れた折のことで，しかも Saga af Tristram では，アイルランド
国民を悩ませていた龍を Tristram が斃すのは，Ísodd が彼を殺そうとして
止められ，彼を夫に望むようになった後であり，Ísodd が彼を夫に望むよ
うになるまでには，ほとんど時間が経っておらず，その段階では Tristram
はアイルランドおよびその王家に対し，何一つ貢献らしい貢献はしていな
い。Tristrams sagaの場合には，Ísöndが彼を殺人者とわかって襲いかかる
前，TristramがMórholdとの一騎打ちで負った傷の治療のためにアイルラ
ンドを訪れた折に，Ísönd は彼から弦楽器の演奏や手紙の書き方を習うと
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いう形で Tristramと関わりを持っており，しかも，Ísöndが Tristramに襲
いかかる前の時点で Tristram は既に龍を斃しており，それを自分の功績
だと偽って Ísönd を娶ろうとしている執事から彼女を護ることになってお
り，大きな違いである。すなわち，Ísodd は突如自国に傷を負った状態で
漂着し，ほどなく兄弟である国王の殺害者と判明した人物に極めて短時間
のうちに惚れ込んでしまったことになる。
もっとも，彼女のTristramとの結婚はかなわず，Tristramは一旦帰国し，
今度は彼女を Mórodd 王の妃として正式に得るべく再びアイルランドへ訪
れた折には，
⑸  　en gat Ísodd þess, at ekki væri örvænt at gætist af henni, þótt 
hann bæði hennar sèr til handa; en þat fèkkst af honum ekki heldr 
enn fyrr. ただ，イーソッドは，彼が自分のために彼女を求めるの
だとしても，彼女からその話が得られる可能性はないことではな
いと言った。しかし，前回同様（トリストラムが一旦帰国する前，母
フルーレントがトリストラムにイーソッドを娶らせることを持ち出した折
のこと），彼からこの話を得ることはできなかった。（S／56頁）
このように Saga af Tristram では，Ísodd は Tristram と知り合ってから
ほとんど時間が経っていないうちに，さらには彼が自分の兄弟である国
王の殺害者だと判明して怒りを覚えてもその怒りはすぐに忘れ，しかも，
Tristram がアイルランドに対し何ら貢献らしい貢献をしていない段階で
Tristramを夫に望むようになるのである。
次に，Ísodd の母親 Flúrent の人物像であるが，Tristrams saga において
Ísönd の Markis 王との結婚が決まるまでの経緯は上述のとおりで，Ísönd
の結婚を巡っては，母親 Ísodd が Ísönd の結婚話に口を出すとの記述は存
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在しない。
しかし，Saga af Tristram では Ísodd の母 Flúrent はアイルランドの最高
権力者で，上述のように，Tristram が Engres 王の殺害者であることが娘
の Ísoddから知らされることはない。
その後，Tristram は龍を斃し，これを，しばしば王に助言をしていた
人物である Kæi（役職名は記されず）が自分の行為だと主張するが，嘘が
ばれると FlúrentはKæiに死刑を言い渡す。Tristramの提案で，Flúrentの
在位中の国外追放にとどまることになるが，その後，Flúrent は Ísodd を
Tristram と娶わせようとする。亡き Engres 王は生前，龍を斃した者には
Ísodd を娶らせるとの誓いを立てていたのである。しかし，Tristram はそ
れを断り，もっと良い結婚相手として Mórodd 王を紹介する。Tristrams 
saga とは異なり，この時点では Tristram はあくまで治療のためにアイル
ランドに来ていただけで，Mórodd 王の代理求婚を仰せつかって来てい
たわけではないにもかかわらずである。それに対し，Flúrent は改めて
Tristramに Ísoddを娶るよう申し出るも，それは叶わない：
⑹  　Drottníng svarar: dóttir mín þarf aldri betra enn þik, sagði hon; en 
drottníng fèkk ekki af honum meira um þetta mál. 女王は答えた，
「私の娘は決してあなた様以上の方を必要とはしておりません。」
女王はこう言ったものの，この件で彼からそれ以上の事は引き出
せなかった。（S／54頁）
このように，Ísoddの母Flúrentについては，Tristrams sagaとは異なり，
息子であった国王 Engres の死後は国の最高権力者の座にあり，その立場
にある者として，悪事を働くKæiに対しては毅然とした態度を取り，一方，
彼女にTristramがEngres王の殺害者であることが知らされることはなく，
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そのため，Tristram にその復讐をしようとすることもなく，Tristram が龍
を斃した功績を受け，ÍsoddとTristramの結婚を積極的に進めようとする。
王家に男性がおらず，彼女が国の最高権力者の地位にあるからとは言
え，このように母 Flúrent が積極的に Ísodd と Tristram の結婚を進めよう
とするのは，Tristrams saga では Ísönd の結婚に際し，彼女の母親が一切
関与することがなかったのとは対照的で，ここでの Ísodd の母親の設定や
人物像の改変には，Ísodd が Tristram との結婚を望み，その後の不倫でも
積極的になる形に改変されていることと，やや類似した傾向が見られると
言えるだろう。
2. 2．Saga af TristramにおけるTristramの母親Blenziblý
次はTristramの母親のBlenziblý（Tristrams sagaではBlensinbíl）であるが，
Saga af Tristram では，Tristram の両親を巡るエピソードは Tristrams saga
とは大きく異なっている
 9）
。
Blenziblý は Kalegras（Tristrams saga では Kanelangres）が馬上試合で彼
女の恋人 Plegrus を斃すのを見ると，突如 Kalegras に惚れ込む。彼女は
Kalegras を自らの私室へ呼び寄せ，二人はすぐに寝床に入り，三年間に
亘って彼女の私室を離れない（S ／12･14･16頁）が，Schach（1987）はこの
エピソードに関し，トリスタン物語の主たるテーマが異様な形で誇張され
ていると主張し（Schach 1987: 97），Francini（2007）や Kalinke（2008）は，
彼女による実の兄弟 Mórodd に対する振舞いは，自ら王と称し，自分より
も格下だと考える求婚者を蔑み，拒絶する一群のアイスランドの bridal-
quest romance に登場する強大な力を持った乙女王（meykongr）達の振舞
いを想起させると指摘し（Francini 2007: 256-7 / Kalinke 2008: 82, 90），また
Francini（2007）は，Blenziblý がそれまでの恋人の殺害者に突如愛情を抱
く点は，おそらく Ívens saga 10）において泉の奥方が夫を殺害されてほどな
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く殺害者に好意を抱く様に影響されたものではないかと指摘し（Francini 
2007: 257），Kalinke（2008）は，Blenziblý が自分の恋人に選んだ男性に対
する彼女の男性的な振舞いは，作者が彼女の人物像を，アイスランド人の
サガ（アイスランド植民からキリスト教改宗までの時代の個人や家族の生活を描
いたサガの一ジャンル）において，自らは滅多と武器を帯びることはないも
のの，男性のように振舞い，巧みに殺人や窃盗を企み，一般に男性を復讐
へとけしかける強い女性達と同様に考えていることをほのめかすとも主張
している（Kalinke 2008: 90）。
この Blenziblý については先行研究で以上のような指摘があるが，
Kalinke（2008: 90）が「男性的」と評している，Blenziblý の，彼女が恋人
に選んだ男性に対する振舞いについては，ここでさらに詳しく考えてみ
たい。Blenziblý は，自らの恋人でもあり，王位を求めて Mórodd 王に対
し，協働して戦線を張った仲間でもあった騎士 Plegrus を，後に Tristram
の父となる騎士 Kalegras に一騎打ちで斃される。しかし，これで斃した
騎士 Kalegras に対して恨みを抱くどころか，Kalegras の武勇に魅了され，
Kalegrasに惚れ込んでしまう。使いを遣ってKalegrasを彼女の私室へ呼ん
できてもらうと，二人はその後，床に入ったきり，誰が何を言おうと一言
も発せず，Kalegrasの父の死を知らされるまで三冬の間，彼女の私室に留
まることになる（と言われている 11））。
この，自分にとって大切な男性を殺されても憎しみをすぐに忘れ（そ
もそもここでは憎しみを抱いたとの記述はない），より魅力を感じる殺害者に
恋心を抱くという点は，Ísodd に見られた改変傾向と共通するものであ
る。上述のように Ísodd は，傷の治療のためにアイルランドへやってきた
Tristram と知り合ってほどなく，彼が兄弟である国王の殺害者だとわか
り，彼を殺そうと襲いかかるも，母親に止められるとほどなく怒りを忘れ，
Tristramを夫に望むようになるからである。
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Francini（2007）はBlenziblýについて述べているところで，Ísoddが，自
分が Tristram に魅了されていることを率直に告げる際，彼女は Blenziblý
のように行動しているとも評しているが（Francini 2007: 258），Ísodd と
Blenziblý の共通性は，Ísodd に関し，単に恋愛関係において女性側から
男性側に思いを伝える形に改変されている点で Blenziblý と共通する形に
なっているというだけにはとどまらず（そもそも女性側から男性側に思いを
伝えるという要素はTristrams sagaのBlensinbílにも見られるものである），自分の
過去の恋人を殺されてもそのことに対する恨みや憎しみをすぐに忘れ（あ
るいは恨みや憎しみを抱いたとは記されず），ほどなくしてその殺害者に恋心
を抱くようになる点においてもBlenziblýのKalegrasとの関係は，Ísoddの
Tristramとの関係のありようと共通している。
2. 3．黒の Ísodd
Tristrams saga では，Markis 王の宮廷を去った Tristram がスペインを経
てブルターニュへ赴き，この地を統治していた公爵の三人の息子のうち，
特に長男の Kardín とは深い絆で結ばれ，Tristram はこの国を攻撃してい
た敵勢を撃退した後，Kardín の姉妹 Ísodd と結ばれる。しかし，新婚初
夜，Tristram はふとしたことで，かつて Ísönd が Tristram との別れ際に，
Tristram が Ísönd との愛を破らないようにと彼に与えた指輪が目に入る
と，その折に Ísönd に対して行った誓いを思い出し，Ísodd を愛すること
ができなくなり，彼女との肉体関係を拒む。
Saga af Tristram では Tristrams saga とは異なり，黒の Ísodd が Tristram
の子を出産する，という点は，先行研究でも Schach（1960）や Francini
（2007）による指摘があるが（Schach 1960: 348 / Francini 2007: 254），他には
特に Tristrams saga と比較した際に見られる特徴についての先行研究での
指摘はない。
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しかし，以下に見るように，Saga af Tristram における黒の Ísodd は
Tristrams saga における該当人物の Ísodd と比べ，Tristram に対して（さら
には王妃 Ísoddに対しても？）より好意的であるのがわかる。
というのも，確かに Saga af Tristram における黒の Ísodd も Tristrams 
saga の Ísodd 同様，Tristram が自分を愛してくれないと不満を漏らす箇所
は存在する：
⑺  　Svo er sagt at Tristram hyggr seint af Ísodd hinni fögru, ok þikkist 
Ísodd svarta ekki fá ást hans. Þat var einhverju sinni at þau skyldu 
þiggja veizlu at eins göfugs manns; en þá er þau fóru frá veizlunni, 
þá var væta mikil, ok sagði Ísodd svarta svo, at regnit væri ekki 
óforvitnara enn bóndi hennar. トリストラムはかの麗人イーソッド
のことがなかなか忘れられず，黒のイーソッドは自分は彼の愛を
得られていないと思っていたと言われている。ある日のこと，彼
らはある貴人のもとで祝宴の客となった。そして彼らが祝宴から
の帰途にあった折，ひどく雨が降り，黒のイーソッドは，雨は自
分の夫よりも好奇心旺盛だと言った。（S／70頁）
また，Tristram が病の治療のために Ísodd を呼びに行かせるのを盗み聞き
し，Tristram に「船が（Ísodd が乗船していないことを示す）黒い天幕を張っ
ている」との虚偽の情報を伝えてTristramを悲しみのあまり死に至らしめ
るのも Tristrams saga と変わらない（S ／74・76頁）。しかし Tristrams saga
では，
⑻  　Síðan váru þau jǫarðut; ok er sagt, at Ísodd, kona Tristrams, hafi 
látit jarða þau Tristram ok Ísondu sítt hvárumegin kirkjunnar, svá (at) 
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þau skyldu ekki vera nærri hvárt ǫðru framliðin. それから彼らは埋
葬された。トリストラムの妻イーソッドはトリストラムとイーセ
ンドが死後，互いのそばにいることにならないよう，彼らを聖堂
の別々の側に埋葬させたと言われている。（T／112頁）
とあるが，Saga af Tristramでは，Tristramと Ísoddの死後の埋葬を巡る記
述は，
⑼  　Síðan voru þau flutt ok grafin at þeirri höfuðkirkju, er mest 
var í landinu, ok stóðu menn mjök daprir yfir þeirra grepti, fyrir 
hörmuligt líflát, er þau biðu; en hann var greptr fyrir norðan enn hon 
fyrir sunnan. Þá rann sinn lundr upp af leiði hvors þeirra með hinum 
fegrsta ávexti,ok þar til óxu viðirnir, at þeir mættust yfir kirkjubust; 
それから彼らの亡骸は運ばれ，国でいちばん大きい大聖堂に埋葬
された。彼らの埋葬の折，人々は悲嘆に暮れながら立ちつくして
いた。彼らにもたらされた嘆かわしい死の故であった。トリスト
ラムは北側に，イーソッドは南側に埋葬された。すると，彼ら各々
の墓からそれぞれ木が生えてきて大変に美しく成長し，それらは
聖堂の破風の上で交わり合うまでになった。（S／76・78頁）
とあるだけで，二人を別々の側に埋葬させたのが黒の Ísodd であるとは記
されていない。しかもTristramの死後は，
⑽ 　Nú fara jarlar heim á Spán, ok systir þeirra, Ísodd svarta, með 
hinum mesta harmi, そして伯爵達と彼らの姉妹の黒のイーソッドは
大変な悲しみのうちにスペインへの帰途に就いた。（S／78頁）
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とあり，黒の ÍsoddもTristramの死を悲しんだことが記されている。
こうした点から，Saga af Tristram における黒の Ísodd は Tristrams saga
の Ísodd と比べ，Tristram に対して（さらには王妃 Ísodd に対しても？）好
意的な態度を持っている様が描かれているのがわかる。Tristrams saga の
Ísodd と比べ，夫の不倫関係に対する許容度が高いと言え，Tristram と
Ísodd（Ísönd）の不倫関係に対する許容度の高さという点では Mórodd 王
と共通の改変傾向とも言える。
しかし，Tristram と黒の Ísodd の関係においては，相手に対して好意的
な人物へと改変が施されているのは黒の Ísoddの側だけではない。
そもそも，Tristrams saga では，Tristram は Ísönd への愛の苦しみを
忘れられるようにとの思いから Ísodd との結婚を決意するも，新婚初
夜，Tristram はふとしたことで，かつて Ísönd が Tristram との別れ際に，
Tristram が Ísönd との愛を破らないようにと彼に与えた指輪が目に入る
と，Tristramは Ísoddとの結婚を悔い，彼女を愛することができなくなり，
下半身の傷が疼くと言って Ísoddとの肉体交渉を拒む。
しかし，Saga af Tristram では確かに引用⑺ のように，Tristram は
Tristrams saga の場合と同様，黒の Ísodd によって，Tristram が自分を愛
してくれないと不満を漏らされてはいるものの（Tristrams saga とは異な
り，この不満がTristramの義兄弟に知られることはない），Saga af Tristramでは
Tristrams sagaとは異なり，黒の Ísodd はTristramの子を出産する。
一方，Tristrams saga では Tristram は Ísodd との肉体関係を拒み続け，
その間，彼は巨人の縄張りであった土地に Ísönd らの像を作り，やがて
Ísoddの発言から，Kardínは二人が肉体交渉を持たずにいる事実をつかみ，
Tristram を追及すると，Tristram は，自分は誰もが感嘆するほど美しい別
の女性（Ísönd）を愛しており，その侍女（Bringvet）の美しさも Ísodd に
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勝るほどだと言って Kardín を像のところへ連れて行き，さらには実際に
ÍsöndとBringvetに会うべくKardínと一緒にイングランドへ向かい，こっ
そりと彼女らに会い，しばらく滞在した後で帰って来る，という経過を辿
るが，これらのエピソードはSaga af Tristramではすべて削除されている。
また，Tristrams saga では Tristram が致命傷を負った後，Kardín にイン
グランドへ行って Ísöndを連れてきてもらうよう頼む折に，
⑾ 　því （at） ︙ øngri ann ek jafnmikit sem henni, ok enginn hefir gørt 
jafnmikit fyrir mínar sakir sem hun; 彼女ほど私が愛している方はど
なたもおらず，また彼女ほど私のためによくしてくださった方もど
なたもおられないからでございます。（T／108頁）
と，Tristram は自分が誰よりも Ísönd を愛していることを伝えるが，Saga 
af Tristram の該当箇所では，Tristram の台詞からこの部分は削除されてい
る：
⑿ 　Þá sendir Tristram konúngr eptir konu sinni ok mágum; þá höfðust 
sár hans illa, ok komu til allir læknar, þeir er bestir voru í landinu, 
en við hvers kvomu spilltist mikit um; nú gerist hann máttlítill. Síðan 
lèt hann kalla til sín jarlana mága sína ok mælti: sendiför hefi ek yðr 
hugat. Hvert? segja þeir. Þit skulut fara til Englands ok bíðja Ísodd 
drottníng koma ok græða mik, því at hana veit ek mestan lækni, ok 
segit henni svo, at ekki fæ ek bót minna meina, ef hon kemr ekki; en 
þá er sjá má hèðan för yðra, er þèr farit heimleiðis, þá skal þat mark 
um yðra ferð, at þèr skulut tjalda svörtu yfir skipunum, ef hon er 
ekki í ferð, en ellegar skulu þèr hvítu tjalda. Þeir búa ferð sína skjótt, 
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ok er þeir voru búnir fara þeir leiðar sinnar, þar til er þeir koma við 
England; トリストラム王は妻と義兄弟を呼びにやった。彼の傷は
ますます悪くなり，国中で最も優れた医者達が皆やってきたが，誰
が来てもひどくなる一方であった。彼はほとんど力が出なくなっ
た。その後，彼は義兄弟の伯爵達を呼んで言った，「あなた様方に
使いの旅をお願いしたいと考えたのでございます。」「どこへ行けと
おっしゃるのでございましょう」と彼らは言った。「イングランド
へ行き，王妃イーソッドに来てもらい，私の治療をしてもらえるよ
う頼んでいただきたいのでございます。それは，私は彼女が最も優
れた医者だと知っているからで，もし彼女が来てくれなければ，私
の苦痛が癒されることはない旨，彼女にお伝えいただきたいのでご
ざいます。そして，あなた様方が帰途に就かれ，あなた様方の航行
がこちらから見えるようになりましたら，もし彼女が船上にないと
きには船の上に黒の天幕を張っていただき，そうでないときには白
の天幕を張っていただくことを，あなた様方の航行につきましての
お印といたしたく存じます。」彼らはすぐに旅の準備を始め，準備
が整うと航海に出てイングランドまでやってきた。（S／74・76頁）
ここで Tristram が治療者として Ísodd を呼んでもらおうとしたのには彼が
Ísodd の治療技術を高く評価していたのと同時に，根底には Ísodd に対し
て好感情を抱いていたこともその理由として込められていると考えること
もできようが，それでも先に引用した，Tristrams saga において Tristram
が Ísöndに似せた像を作らせたりKardínとともに彼女らにこっそり会いに
行ったりするエピソードが Saga af Tristram では削除されていることと併
せて考えれば，結果的に，Tristrams saga において Tristram が Ísodd（Saga 
af Tristramでの黒の Ísodd）との結婚後もなお Ísöndに変わらぬ愛情を抱き続
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けているが故にとる行動が Saga af Tristram ではほとんど削除されている
ことになる
 12）
。
また，この引用⑿の冒頭に，
⒀ 　Þá sendir Tristram konúngr eptir konu sinni ok mágum; トリスト
ラム王は妻と義兄弟を呼びにやった。（S／74頁）
とあるように，致命傷を負った Tristram は一旦，義兄弟と一緒に妻（黒の
Ísodd）をも自分のもとに呼び寄せる。もっとも，
⒁ 　Síðan lèt hann kalla til sín jarlana mága sína ok mælti: その後，彼
は義兄弟の伯爵達を呼んで言った，（S／74頁）
とあり，自らの治療のためにイングランドへ行って Ísodd を連れて来て
くれるよう頼む際には義兄弟の伯爵達を呼んだとしか記されていないが，
Tristrams saga では Tristram が致命傷を負った後，義兄弟に救援を要請す
る前に妻を自らのもとへ呼び寄せるとの記述はない。
これらの点から，Tristrams saga の場合と比べ，Saga af Tristram では明
らかに Tristramは黒の Ísoddとの関係を大事にする人物として描かれてい
ることがわかる。この点を先に述べた黒の Ísoddの Tristramに対する態度
と併せて考えれば，Tristram と黒の Ísodd との関係は，双方とも相手に対
してより好意的になっており，この点でも，Tristram と Mórodd 王の関係
における改変と共通した傾向が見られると言えるだろう。
3．結　　　語
ここまで Saga af Tristram における女性の登場人物について，特に恋愛
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上の問題が関わる点を中心に考察してきたが，Ísodd と Tristram の母親
Blenziblý については「恋愛関係においては相手の男性よりも積極的であ
る」，「自分にとって大切な男性が殺されても，その恨みや憎しみを忘れる
のが早いか，あるいは恨みや憎しみを抱くことなく，その殺害者に恋心を
抱くようになる」という点で，Tristrams saga からの改変傾向に共通性が
見られた。
また，Ísodd の母親 Flúrent についても，Saga af Tristram では国の最高
権力者として Ísoddの Tristramとの結婚を積極的に進めようとする形に改
変されており，ÍsoddやBlenziblýのケースと類似性が見受けられた。
一方，黒の Ísoddについては，夫 Tristramの不倫に対する許容度が増す
形に改変されており，ÍsoddやBlenziblýとは異なる独自の改変傾向で，特
に本作におけるMórodd王の改変傾向と共通性が見られた。
そこで，これらの女性の登場人物に見られた改変傾向の背景事情を考え
てみたい。
上述のように，Tristram の母親 Blenziblý の人物像については Francini
（2007）やKalinke（2008）らによって，アイスランドのbridal-quest romance
に登場する乙女王（meykongur）や Ívens sagaの泉の奥方のエピソード，お
よびアイスランド人のサガに登場する女性達の影響が指摘されており，特
に Blenziblý と Kalegras の間の恋愛関係に見られた女性の側の積極性につ
いては ÍsoddのTristramに対する態度においても見受けられ，また，Ísodd
の母 Flúrent は国の最高権力者となった上で，Ísodd と Tristram の結婚を
積極的に進めようとする形に改変されており，ÍsoddやBlenziblýのケース
と類似性が見られたが，黒の Ísodd に見られた改変は Ísodd や Blenziblý，
Flúrentらのケースとは方向性の異なるものであった。
そこで，男性の登場人物の改変傾向と併せて考えれば，本作では
Tristram と Mórodd 王がともに Ísodd よりも自分達同士を重要視している
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のが特徴であった。Mórodd 王と Ísodd は本来愛し合うべき関係であった
が，Tristram は本来社会的な立場としては，Ísodd への愛よりも Mórodd
王への忠誠心を重要視するべき立場であり，また，黒の Ísodd との結婚後
は，当然社会的には黒の Ísodd を愛するべき立場に，そして黒の Ísodd は
黒の ÍsoddでTristramを愛するべき立場にあり，本作ではTristramを巡る
この二つの人間関係はともにより社会的にあるべきありようへと改変され
ていると言え，黒の Ísoddの人物像，および Tristramと彼女との関係に見
られた改変傾向はこの方向によるものと説明できよう。
しかし，Ísodd や Blenziblý の人物像については，なぜ黒の Ísodd のケー
スとは異なり，bridal-quest romance の乙女王やアイスランド人のサガ，
および外国語原典の翻案による騎士のサガに描かれた女性の人物像の反映
と思しき改変が施されたのであろうか。
Ísodd とその母 Flúrent の人物像に関しては，Tristram が Ísodd との不
倫関係よりも Mórodd 王との関係の方を重要視していることと，本稿
で考察した Ísodd と母 Flúrent の人物像を併せて考えれば，Ísodd やその
母親 Flúrent が Ísodd の Tristram との結婚や恋愛に積極的になりながら
も，Tristram が Mórodd 王のことを考えてそれを繰り返し断ることで，
TristramのMórodd王への忠誠心が繰り返し試されながらもTristramはそ
れを克服していることになり，結果としてTristramのMórodd王に対する
忠誠心がより際立つ形になっていると言えよう。
一方，Blenziblý および彼女が登場する，本作品のプロローグの部分
の改変に関しては，Tristrams saga と比べ，プロローグの物語をより起
伏に富んだものにすることに貢献していると言えようが，この部分には
Mórodd 王の実の姉妹 Blenziblý と自らの臣下の騎士 Plegrus という互いに
愛し合う男女が，王に即位した Mórodd に反旗を翻すも，王は巧みに対処
するというエピソードがあり，その様は後に王が Tristramと Ísoddの二人
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に対応する様と類似性が見受けられる。このプロローグの部分の物語は，
少なくとも結果的には，Mórodd 王が後に Tristram と Ísodd を相手に経験
する事柄の予示になっていると言えるだろう。
上述のように，Saga af TristramではTristramは Ísoddとの不倫関係より
も Mórodd 王との関係の方を重要視しており，Mórodd 王の方も Tristram
と Ísoddの不倫に対して寛容で，Ísoddを巡るTristramとMórodd王の言動
が互いに相手に都合のよいものへと改変されており，Tristram と Mórodd
王の関係がより良好に保たれるように描かれている。Tristrams saga と比
べ，Ísodd はTristramとMórodd王のどちらからも顧みられない形となり，
Tristram が媚薬を飲まされたことで，彼に大きな試練が降りかかりながら
も，Tristram と Mórodd 王が互いの関係を良好に保とうとすることが本作
品の最も重要なテーマであったと言えるだろう。
Saga af Tristram に登場する女性の登場人物達に関しては，bridal-quest 
romance の乙女王やアイスランド人のサガ，および外国語原典の翻案に
よる騎士のサガに見られる女性像に応じる形で，Tristram と Mórodd 王の
関係に重点を置いた物語がより良いものになるよう，女性の登場人物は，
各々そのプロット上の役割に応じて，それぞれ独自の改変がなされたと見
ることができるのではないだろうか。
付　記
 　本稿は第35回日本ケルト学会研究大会（於 慶應義塾大学日吉キャンパス 
2015年10月18日）における口頭発表原稿に加筆修正したものである。貴重な御
意見をくださった方々に感謝申し上げたい。
注
 1） テキストはTristrams saga ok Ísondar. Mit einer literarhistorischen Einleitung, 
deutscher Übersetzung und Anmerkungen zum ersten Mal herausgegeben 
von Eugen Kölbing, Heilbronn:  Verlag von Gebr. Henninger 1878, reprint. 
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Hildesheim: Georg Olms Verlag, 1978を使用した。なお，本作に登場する
Ísöndは使用テクストでは Ísondと表記されているが，研究論文では Ísöndの
形が用いられることが多く，作品タイトルも Tristrams saga ok Ísöndar と表
記されることが多いことから，本稿でも原文の引用箇所を除き，Ísönd およ
びTristrams saga ok Ísöndarとの表記を使用した。
 2） Tristrams sagaを伝える現存写本は以下のとおりである：AM567 4to（15世
紀後半，三葉），AM543 4to（17世紀），AM576b 4to（1700年頃，résumé），
NKS1144 fol.（18世紀後半，résumé），Lbs4816 4to（1800年），JS8 fol.（1729
年），ÍB51 fol.（1688年頃），Reeves Fragment（15世紀後半，一葉）。
 3） テキストは Gísli Brynjúlfsson (Ed.) Saga af Tristram ok Ísodd. Annaler for 
Nordisk Oldkyndighed og Historie 1851: 3-160を使用した。
 4） Tristrams saga の内容は古典的なトリスタン物語である。所謂プロローグ
部分では，イングランド（England）の Markis 王の宮廷での騎馬試合にお
いて，王の姉妹のBlensinbílはKanelangresの活躍を見，彼女とKanelangres
は互いに恋心を抱くようになるが，ある馬上試合で Kanelangres は重傷を
負った後，Blensinbíl と彼は交わり，彼女に子が宿り，Kanelangres が治療
により回復した後，自国が侵攻されたとの知らせを受け，彼は Blensinbíl
とともにブルターニュ（Bretland）へ帰り，二人は正式に結婚式をあげる
も Kanelangres は戦死し，Blensinbíl は悲しみのうちに子を産み落としてこ
ときれる。執事の Róaldr はその子どもに洗礼を受けさせ，Tristram と名付
け，わが子として養育するが，ある日，Tristram はノルウェーの商人に誘
拐される。Tristram は，置き去りにされたイングランドの Markis 王に仕え，
Tristram を探して旅してきた Róaldr とも再会する。ブルターニュに帰国し
て父の仇を討った後，再び Markis 王のもとへ戻る。Tristram は，アイルラ
ンド（Írland）から貢を求めに来ていたアイルランド王の義兄弟Mórholdと
戦い，Mórhold を斃すが，Tristram も毒の塗られた剣で負傷する。敵国ア
イルランドで治療を受け，王女 Ísönd に弦楽器や手紙の書き方を教える。正
体がばれるのを恐れて一旦帰国するが，Markis 王の結婚相手として Ísönd
を得るべく再びアイルランドへ向かい，住民を悩ませていた龍を退治する。
Tristramの正体は露見するが，和解に至り，Ísönd はMarkis王の妃となるこ
とが決まる。Tristram は Ísönd，侍女の Bringvet を連れてイングランドへ向
かう。しかし，Markis 王と Ísönd が新婚初夜に一緒に飲むべく用意されて
いた媚薬を，Tristram と Ísönd は誤って船上で一緒に飲み，二人の間に激し
い恋の炎が燃え上がる。イングランド到着後，新婚初夜は Bringvet が Ísönd
の代わりに王と寝床に入る。Ísönd は口封じ目的で奴隷に Bringvet を殺させ
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ようとするが，未遂に終わる。やがて王の家令 Maríadokk に不倫の事実を
つかまれる。真相を暴こうとする王や Maríadokk らと，様々な策でそれら
をかわし，逢い引きを重ねる Trisram と Ísönd。王も二人への疑いを抱いた
り捨てたりを繰り返す。二人は偽装工作を行った上で神明裁判を乗り切る。
ついに二人は一旦王に宮廷から追放されるが，再び二人への疑いを捨てた
王に呼び戻される。しかし，ついに王自らが二人の不倫場面を目撃する。
Tristramは宮廷を去り，様々な国を遍歴した末，ブルターニュへ向かう。当
時この国を支配していたのは老齢の公爵であったが，その長男 Kardín と親
友になる。Tristramは王妃 Ísöndを忘れることができるかと思い，Kardínの
姉妹 Ísoddと結婚するが，彼女と肉体関係は持たない。やがて Tristramはあ
る巨人の造った岩屋に王妃 ÍsöndやBringvetとそっくりに造った像を置かせ
る。後にKardínを岩屋に案内し，KardínはBringvetに恋心を抱く。Tristram
と Kardín は変装して England へ赴き，Ísönd，Bringvet と会う。帰国後，
Tristram は小人の Tristram（Tristram dvergr）という者の依頼で戦い，百名
以上の敵が斃れたが，Tristram も毒の塗られた剣で重傷を負う。Tristram は
Kardínに，イングランドへ向かい，傷の治療のために王妃 Ísöndを呼び寄せ
るよう依頼するが，その時の会話を妻 Ísoddに聞かれる。Kardínはイングラ
ンドの宮廷に着き，Tristram の指輪を証拠として見せ，王妃 Ísönd に事情を
話す。Kardín は王妃 Ísönd を伴い出航する。船は Ísönd が一緒であることを
示す青と白の縞模様の帆を掲げていたが，Tristramの妻 Ísoddは彼に，Ísönd
が一緒でないことを示す黒い帆を掲げていると嘘を告げ，絶望したTristram
は息絶える。やがて到着した Ísönd は二人の愛や悲しい別れについてたくさ
ん語り，それから床に伏せって彼に接吻をし，両手を彼の首にまわして息
絶える。Tristram の妻 Ísodd は二人が死後も近くにいられないよう，二人の
亡骸をそれぞれ聖堂の別の側に埋葬させたと言われているが，樫か何かの
木が双方の墓から生えてきて高く伸び，聖堂の屋根の上で一つに絡まる。
 　一方，Saga af Tristram は，Tristram の母方の祖父母の代まで話が遡る。
Tristrams sagaのMarkis王はSaga af TristramではMórodd王である。イング
ランド（England）のPhilippus王とその妃Philippíaの間には息子Móroddと
娘 Blenziblý があったが，やがて Philippus 王は病で没すると，Mórodd は議
会を招集し，彼が次の王となることが決まるが，自ら王位の継承を主張す
るBlenziblýは納得できず，彼女自ら軍を集め，彼女と恋仲の騎士Plegrusも
彼女の側につき，Blenziblýは昼夜を問わず王に攻撃を仕掛ける。Mórodd王
は臣下達と相談し，国中から兵を集めるが，結局，王と Plegrus の一騎打ち
を行うことになり，王が勝利を得る。王とBlenziblýは和解に至る。Mórodd
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王は馬上試合を催す。Blenziblý は，後に Tristram の父となる Kalegras に恋
人 Plegrus を一騎打ちで殺されるにもかかわらず，Kalegras の活躍や振舞い
を見て彼に惚れ込み，使者を送って彼を自分の私室に連れて来てもらうと，
BlenziblýはKalegrasを抱きしめて接吻し，その後は誰が私室を訪れようと，
三年間にわたり二人は私室から出て来ない。その後，Kalegrasの自国（本作
ではスペイン（Spán）である）が敵に襲われ，父が戦死したとの報告を受
けて初めて Kalegras は私室から出て自国へ帰る。Kalegras は戦闘で敵勢を
斃すが，自らも重傷を負い，Blenziblý を呼び寄せる。スペインに到着した
Blenziblý は Kalegras との再会を喜ぶも，彼女が到着して三日後に Kalegras
は息を引き取る。なお，Blenziblý はイングランドを発つ前に男の赤子を出
産しており，赤子は洗礼を受け，Tristramと名付けられ，母親とともにスペ
インに来ていた。Blenziblý は Kalegras の死後，それほど日が経たずして悲
しみのあまり息を引き取る。TristramはKalegrasの育ての親であったBiríng
が引き取り，彼を養育する。その後，Tristram は誘拐される。もっとも
Saga af Tristram では，Tristram を誘拐するのはノルウェーの商人ではなく，
スペインへ侵攻してきた，ブラーカマンナヴェトゥリル（Blakamannavellir）
を支配する海賊でもある王 Túrnes で，名や家系を尋ねても答えず，言うこ
とを聞かない Tristram の扱いに困った Túrnes は，彼が最も低級だと思う海
賊に法外な額でTristramを売り払い，後にMórodd王の治めるイングランド
近くの岩礁に置き去りにされる。Tristramは泳いで陸地にたどり着き，陸に
上がって森までゆくとMórodd王の羊飼いの少年と出会い，彼に本人の名と
この国と支配者の名を尋ねる。Tristram は Mórodd 王に仕えることになり，
その後は，基本的な部分では Tristrams saga と共通する展開となる。勿論，
個々のエピソードについては様々な相違点があり，Tristrams saga の後半に
登場する，岩屋の像のエピソードや，Tristram が再びイングランドを訪れ，
Ísond や Bringvet と再会するというエピソードは Saga af Tristram には存在
しない。Tristram が Mórodd 王の宮廷を去った後，結婚する相手は黒のイー
ソッド（Ísodd svarta）といい，彼女との間に一男が生まれ，Kalegras と名
付けられる。なお，Tristram と Mórodd 王妃 Ísodd の死後には Tristram の息
子 Kalegras がイングランドの王となり，後に彼はサクスランド（Saxland）
の皇帝の娘と結婚し，二人の間には二人の息子と一人の娘が生まれる。
 5） Schach, Paul (1960) The Saga af Tristram ok Ísodd. summary or satire? 
Modern Language Quarterly 21: 336-352，Schach, Paul (1987) Tristrams Saga 
ok Ýsoddar as burlesque. Scandinavian Studies 59: 86-100は Tristrams saga
のパロディーと解釈し（Schach 1960: 352 / Schach 1987: 87），Kalinke, 
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Marianne E. (1981) King Arthur, North-by-Northwest. The matière de Bretagne 
in old Norse-Icelandic romances, Bibliotheca Arnamagnæana 37. Copenhagen: 
C. A. Reitzels Boghandel は Tristrams saga のパロディーにとどまらず，a 
humorous commentary on Arthurian romance, a parody of the genre と 解 釈
（Kalinke 1981: 199）。Thomas, Maureen F. (1983) The Briar and the vine: 
Tristan goes north. In: Richard Barber  (ed.)  Arthurian literature Ⅲ, 53-
90. Woodbridge/Suffolk: D. S. Brewer と Kramarz-Bein, Susanne (2000) Die 
jüngere altisländische Tristrams saga ok Ísoddar und ihre literarische Tradition. 
In: Robert Nedoma, Hermann Reichert und G. Zimmermann  (Hg.)  Erzählen 
im mittelalterlichen Skandinavien,Wiener Studien zur Skandinavistik  (WSS) 
3, 21-45. Wien: Edition Praesens は本作品を Tristrams saga の parody と解釈
する理由とされたこの作品の特徴を，流布本系の作品群による影響と見る
解釈を提示（Thomas 1983: 56-58, 81 / Kramarz-Bein 2000: 28-43）。Barnes, 
Geraldine (1999) Tristan in late medieval Norse literature: saga and ballad. In: 
Xenja von Ertzdorff  (Hg.)  Tristan und Isolt im Spätmittelalter. Vorträge eines 
interdisziplinären Symposiums vom ₃. bis ₈. Juni ₁₉₉₆ an der Justus-Liebig-
Universität Gießen, Chloe. Beihefte zum Daphnis 29, 373-396. Amsterdam 
and Atlanta: Editions Rodopi B.V. は Saga af Tristram に お け る Tristrams 
saga との相違を，物語がフランス語などの外国語の原典にまで遡る「騎
士のサガ」などから個々のモチーフを借用し，アイスランドで独自につく
り上げられた騎士のサガ作品との間に共通性を認めようとする（Barnes 
1999: 390-1）。Francini, Marusca (2007) The Saga af Tristram ok Ísodd: an 
Icelandic reworking of Tristrams saga. In: Marina Buzzoni and Massimilano 
Bampi  (ed.)  The Garden of Crossing Paths: The Manipulation and Rewriting of 
Medieval Texts, 249-271. Venice: CafoscarinaはBarnes（1999）と同様の主張
をするとともに，アイスランド人のサガ（サガのうち，アイスランドへの
定住からキリスト教改宗に至るまでの時代の個人や家族の生活を描いた作
品群）の影響も指摘（Francini 2007: 260-263）。Lurkhur, Karen Anouschka 
(2008) Redeﬁning gender through the arena of the male body: The reception 
of Thomas’s Tristan in the Old French Le Chevalier de la Charette and the Old 
Icelandic Saga af Tristram ok Isodd, unpublished Ph. D. thesis, University of 
Illinois, Urbana は，Saga af Tristram では Tristram と Ísodd の関係よりも
Tristram と Mórodd との関係の方に焦点が当てられ，重きが置かれていると
述べ（Lurkhur 2008: 207, 300），Kalinke, Marianne E. (2008) Female desire 
and the quest in the Icelandic legend of Tristram and Ísodd. In: Norris. J. Lacy 
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(ed.)  The Grail, the quest and the world of Arthur, 76-91. Cambridge: D. S. 
BrewerはTristramが ÍsoddよりもMóroddとの関係を重要視していると指摘
（Kalinke 2008: 87-90）。また，拙稿（2012）「Saga af Tristram ok Ísodd再考」
『日本アイスランド学会会報』31: 1-23では，Mórodd 王が，Tristrams saga
の場合と比べて全般的に Tristram により好意的で，Tristram と Ísodd の不倫
に対する許容度が高く，王の言動や対人関係を Tristram のそれと併せて考
えれば，Tristrams sagaの場合と比べ，TristramとMóroddのいずれについて
も，その言動は，特に Ísodd を巡って，より相手の望むところが叶いやすい
ものになっており，互いの関係がより悪化しないよう，より良好な状態に
保たれるよう描かれていることを確認した（拙稿 2012: 9-14）。
 6） Lurkhur (2008: 207, 300) ，Kalinke (2008: 87-90) ，拙稿（2012: 9-14）。（注
5 ）を参照。）
 7） Tristrams saga では Tristram が一騎打ちで斃したのは Ísodd のおじで，ア
イルランド王妃の兄弟であるMórholdである。
 8） 作品中，Flúrent は drottning と呼ばれている。drottning は日本語では「女
王」，「王妃」どちらの意味にもなるが，作中，彼女は「meðan yðvart ríki er 
yﬁr landinu. お国があなた様の支配のもとにございます間（S／52頁）」と話
しかけられていることなどからも，Saga af Tristram では彼女は「女王」と
して国を治める立場にあることがわかる。
 9） 詳しくは注 4 ）の梗概を参照。
10） Chrétien de Troyes の Yvain がノルウェー語を経てアイスランド語にまで
翻案されたと考えられている作品。「騎士のサガ」に属する。
11） この箇所は本文では「en Kalegras var eptir, ok heﬁr svo sagt verit, at þau 
væri þar þrjá vetr í skemmunni, svo at þau gengu aldri brott á öllum þeim tíma. 
しかし，カレグラスは後に残り，彼らは三冬の間私室にいて，その間一度
も外に出ることはなかったと言われている（S／16頁）」とある。
12） 本文の引用（12）を別とすれば，Saga af Tristram において，Tristram が黒
の Ísodd と結婚後も Ísodd を愛していることが垣間見られる箇所は本文の引
用（ 7 ）の記述のみである。
Saga af Tristram ok Ísoddにおける女性達
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